
（団体引率者用）概要説明シート

※活動全体で必要な時間は、説明、時間差出発、表彰、振り返りなどを含めた目安時間

概
要

　シートに記載されている「施設内で発見できる自然に関する各課題
（計25題）」を求めて、班ごとに散策するゲーム。生き物の生息場所
を探したり、自然の一部である小さな自然のカケラを採集したり、玉
城青少年の家の自然環境を様々な角度から知ることができます。五感
を使い集中して自然を観察するので、自然への親しみや感性を高める
ことができます。獲得ポイントが高い班が勝者となります。ルールを
アレンジして遊ぶことも可能。

活
動

1）引率者は、希望する場合のみ、事務所にて課題シート（ラミ
ネート版）と水性ペンを借用し、出発前に、採集用ビニール袋と共
に各班へ配る。
2）拠点場所に集合 ※スタート・ゴール地点
3）各班ごとに集い、班員で話し合って進行方向や作戦を決める。
4）用具係は拠点場所に給水キーパー配置(必要に応じて)。
5）安全要員は、携帯電話を持ち、巡回の準備態勢に入る。
6）引率者によるルール説明、安全事項（有毒植物）を伝える。
7）一斉にスタート。
8）終了10分前に、引率者1名は、事務所に来て案内放送をする。
9）ゴール後、ポイント集計、各班ごとの課題解答の発表、表彰等
10）着替え、片づけ、汚れた場所があれば清掃。

ね
ら
い

①仲間づくり、チーム考、コミュニケーション、協力、達成感
②人の感性や考え方は、それぞれ違うということを理解し認め合う。
③自然の神秘性を知り、美しさ、温かさや厳しさ、尊さを感じ取れる
ようになる
④成果を伝える表現力や能力を育成

注
意
事
項
・
備
考

・当日借用した課題シート（ラミネート版）と水性ペンは、忘れず
に事務所へ返却してください。※借用した団体のみ
・水分や塩分補給には十分配慮して活動してください。
・雨天の場合、当所職員に相談の上、判断してください。
・引率者は、敷地内を巡回し、安全パトロールを行ってください。
・側溝、滑り、足場、危険生物等に注意してください。特に有毒植
物については、配布資料を参照にしっかり指導を行ってください。
・他の団体が活動している場所では、配慮してください。
・終了10分前の放送をする場合は、事務所に声掛けをして、事務
所内へ入り、放送マイクを使うことができます。
・獲得ポイント計算方法は、課題シートに記載されています。解答
を発表して整合性があればポイントになる課題は、ジャッジが必要
なので、団体で決めた審判が判断してください。
・幼稚園、保育園児の場合も、相談可能です。
・自然保護や環境保全に留意させてください。

準
備

施設が準備・貸し出しするもの 服装・団体が準備するもの

□HPから、課題シート、引率者用
の資料、ルール説明、有毒植物資
料、概要説明シートを印刷して、
課題シートを各班分コピーして準
備してください
□課題シート（ラミネート版）と
記入用水性ペン　※希望団体のみ
□有毒植物資料（ラミネート版）
□予備ミニえんぴつ

□帽子　　□滑りにくい運動靴
□課題シートのコピー(A4)
□ダウンロード資料（引率者用）
□クリップボード又はバインダー
□採集用ビニール袋３斤
(班数×3枚)
□筆記用具
□緊急時名簿　　□救急箱
□虫よけ（必要に応じて）
□熱中症対策　　□飲料

しぜんのカケラ

役
割
分
担

1）引率責任者…………全体総括・指揮、当所職員との連絡調整、
　　　　　　　　　　　課題シート（ラミネート版）と水性ペンの
　　　　　　　　　　　借用と返却（※借用団体のみ）、ルールと
　　　　　　　　　　　注意事項の説明、課題発表の司会
2）スタートゴール係…拠点待機、人数確認、終了１０分前放送、
　　　　　　　　　　　安全要員と調整、獲得ポイント集計確認
3）用具係………………準備物や飲料キーパーなどの準備、片づけ
4）安全要員……………巡回パトロールを実施し、安全声掛け、ケ
　　　　　　　　　　　ガ等に対応、集計確認補助
5）審判…………………各班が持ち帰った物や発表のジャッジ
※班ごとの名簿を作成し、緊急時に備えてください（提出の必要は
ありません）。緊急時には事務所まで。（098）948-1513

基
本
情
報

人数 　少人数～150名程度 対象 　小学校低学年～

班編成 　4～8名 場所 　施設内

活動全体で
必要な時間

　約90～180分 体験時間 　約60～120分


